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区　　分 受入れ研究チーム等研究員の所属 氏　　名 期　間

受入研究員

韓国政府海外
フェローシップ

韓国農業振興庁国立
畜産科学院

寒冷地飼料資源研究
チーム

Dr.JongGeun
Kim

22. 8 .13～ 
22. 8 .21

T O P I C S
一般公開報告

●
《大仙研究拠点》

8月21日（土）に“東北の水稲・大豆研究の最前線”をテ
ーマに、大仙研究拠点の一般公開を開催しました。当日は例
年にない猛暑でしたが、大仙市を中心に337名の方々が参加
され、そのうち半数以上が生産者でした。

午前中に開催した公開
講座では、「水稲の乾田
直播技術」「大豆の乾湿
害対策」「新しい稲を作
る」の３つの話題を提供
しました。参加者からは

「直播栽培をしているが
食味に影響しているよう
に思うがどうか」、「昔は
種子を自家採取していた
が、今はなぜ、それをしなくなったのか」など熱心な質問が
寄せられ、当地域での水稲や大豆に関わる生産技術開発への
関心の高さが感じられました。

屋内では、研究成果のパネル、現物標本、保育園児の描い
た「稲の絵」などを展示し、来場者の関心を集めました。圃
場では、研究員が試験の状況を来場者に分かり易く説明しま
した。試食では、直播向け水稲品種「萌えみのり」、紫黒米
水稲品種「紫こぼし」のおにぎりと青臭さやえぐみが少ない
大豆品種「きぬさやか」の豆乳を提供しました。また、当拠
点が開発した大豆や有色米を用いた「創作料理」の紹介とそ
の料理の試食、水稲品種「萌えみのり」や大豆新品種「里の
ほほえみ」などを使用したポン菓子の実演を行いました。試
食した来場者からは、いづれも「おいしい、自分でも作って
みたい」との感想が寄せられ、大変好評でした。さらに、観
賞用稲を使用した「フラワーアレンジメント教室」は多くの

方々が参加して自ら作品を作り楽しんでいました。
創作料理やフラワーアレンジメント教室など地元のホテル

や花屋さんの協力を得て開催することで、当拠点の研究成果
が多くの方々に身近なものとして理解していただける機会に
なると考えています。これからも、地域の生産者と消費者に
必要とされる生産技術の開発と成果の広報・普及に努めてい
きます。

（大仙管理チーム長　猪塚　治）

《福島研究拠点》
10月２日（土）に「人と環境に優しい地域農業の確立をめ

ざして」をテーマに、福島研究拠点の一般公開を開催しまし
た。当日は晴天にも恵まれ、来場者は269名となりました。

今年初めて企画したミニセミナーでは、２人の研究員によ
って有機農業に関する講演を２回行いました。家庭菜園を行
っている方々を中心に15名の参加があり、講演中にも質問が
出るなど、熱心な討論ができました。室内会場では、主要研
究成果をパネルや簡易型空撮気球「ひばりは見た」などの実
物を展示するとともに、食料ができるまでの過程をイネの脱
穀から精米までの簡単な作業を通じて体験して頂きました。

屋外展示では、農作業
機械を展示したほか、植
物抽出液を用いたキャベ
ツ害虫の抑制効果を圃場
で紹介しました。この効
果は一目でわかるもの
で、多くの方に興味を持
ってもらいました。この
ほか、「りょうぜん天蚕
の会」から天蚕の幼虫や
繭、絹織物などの加工品の展示がありました。また、身近な
雑草や作物を使った草木染め体験や恒例の芋掘り大会も、多
くの方々に好評のイベントとなりました。　参加者からのア
ンケートでは、研究成果をさらに詳しく知りたいとのご意見
も出されるなど、当研究拠点の活動を理解していただく良い
機会になったと思います。

（福島研究拠点　寒冷地野菜花き研究チーム　門田育生）
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JICA研修員
（畜産技術協会）

インドネシア／農業省家畜生
産局スバン家畜診療センター

業務第２科長・東北
飼料イネ研究チーム

Mr.Aji
Barbora 22.10. 7

JICA研修員
（畜産技術協会）

ウガンダ／ナムトウムバ県家
畜生産販売部獣医担当官

業務第２科長・東北
飼料イネ研究チーム

Mr.Menya
David 22.10. 7

技 術 講 習 岩手大学農学部 寒冷地特産作物研究
チーム赤羽美智子 22. 8 . 2～ 

23. 2 .28

技 術 講 習 岩手大学農学部 日本短角研究チーム山田茉由子 22. 8 .23～ 
22. 9 . 9

技 術 講 習 北里大学獣医学部 東北飼料イネ研究
チーム伊藤　仁美 22. 9 . 1～ 

22. 9 . 2
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受入研究員

技 術 講 習 北里大学大学院獣医
畜産学研究科

東北飼料イネ研究
チーム小木野瑞奈 22. 9 . 1～ 

22. 9 . 2

技 術 講 習 琉球大学農学部 東北水田輪作研究
チーム新崎美和子 22. 9 . 6～ 

22. 9 .17

技 術 講 習 岩手大学農学部 高度繁殖技術研究東
北サブチーム水町　静華 22. 9 .13～ 

23. 3 .31

技 術 講 習 岩手大学農学部 寒冷地野菜花き研究
チーム曽根美佳子 22. 9 .14～ 

22. 9 .27

技 術 講 習 岩手大学農学部 日本短角研究チーム羽生　萌恵 22. 9 .17～ 
22. 9 .30

技 術 講 習 岩手大学大学院農学
研究科 日本短角研究チーム鎌田　丈弘 22. 9 .17～ 

22. 9 .30

技 術 講 習 岩手大学大学院農学
研究科

東北地域活性化研究
チーム齋藤　朱未 22. 9 .27～ 

22.10.15

技 術 講 習 長岡技術科学大学 飼料作物育種研究
東北サブチーム木村　健智 22.10. 4～ 

23. 1.31

創作料理の試食会

有機農業に関するミニセミナー会場


